
「活動と参加」をすすめる福祉用具・住環境整備研修会 

岐阜県訪問リハビリテーション実務者研修会 

 

【主 催】岐阜県リハビリテーション連絡協議会 訪問リハ推進部会 

【共 催】公社）岐阜県理学療法士会、一社）岐阜県作業療法士会、岐阜県言語聴覚士会 

【日 時】 平成 30 年１２月１５日（土）１４：００～１７：30（受付 13:30～ ） 

～16 日（日） ９：１５～１６：00（開場 9:00～） 

 

【会 場】 特別養護老人ホーム ナーシングケア寺田 地域交流スペース 

（岐阜県岐阜市寺田 7 丁目 85 番地 058（255）5550） 

 

【内 容】 （1 日目） 12 月 15 日（土） 14:00 ～ 17:15 

「活動参加をすすめるための住環境について」 

講 師：一般財団法人 訪問リハビリテーション振興財団・研修班 

くまもと訪問リハビリテーション研究会 理事 

株式会社 くますま 地域生活応援館 管理者 

作業療法士 内田 正剛 氏 

 

（2 日目）12 月 16 日（日） 9:15 ～ 15:30 

「福祉機器の講習・体験会」（移乗・褥瘡・入浴・食事排泄） 

講 師：（一社）日本福祉用具供給協会 岐阜県ブロックの福祉用具専門相談員 

移 乗：田中 裕士 氏（株式会社トーカイ） 

褥 瘡：青井 勇樹 氏（合資会社イング） 

入 浴：宮下 道夫 氏（株式会社ケア） 

食 事・排泄：野沢 昇悟 氏（株式会社美濃庄） 

 

【参加者】 ３０名（PT：２２名、OT：7 名、ST：１名） 

 

内 容（2 日目） 

→「移乗」「褥瘡」「入浴」「食事・排泄」といった 4 つのブースを設置し、参加者を４つ

のグループに分け、１コマあたり 60 分の構成で、各ブースをローテーションして受講

頂きました。各ブースでは、講義と演習を交えた形式で講義が行われ、「介護する側、さ

れる側」をそれぞれ体験頂きました。地域の中で、多職種で相互理解を深める良い機会

となりました。 

 

 

 

 



研修風景 
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